
（熊谷市）記者クラブ取材情報 

事業の名称等  熊谷うちわ祭について 

１．実施日時等   平成２６年７月２０日（日）～２２日（火） 

２．会場・主催地 

３．主催者・関係者 

（１）団体名等 

（２）代表者名                    ＴＥＬ 

４．事業内容 

 

 

 

 

５．目的・理由 

  

 

７．影響・効果 

 

 

８．この事業の実施による特記事項・ＰＲポイント 

 

 

 

 

 

（１）県内の状況 

  ア．県内で初めて イ．県内で    番目     

（２）他市が実施している事業に比べて本市の特色 

 

 

  ・他市と同じ 

※ 資料の有無（ 有 ・ 無 ） 

担当者 

連絡先 ＴＥＬ                                                    

 

熊谷で江戸時代から続く八坂神社の祭礼。“関東一の祇園”と呼ばれ、例年、３日間の開

催中に約７０万人の観光客が訪れる、本市を代表するお祭りである。 

 ２１日、２２日には、国道１７号を含めた市街地で交通規制が行われ、１２台の山車・

屋台（21日には籠原本町も参加し計 13台）が勇壮な熊谷囃子を響かせながら巡行する。 

 

・ 昨年に引き続き、お祭り期間中の２１日（月）の朝、コミュニティひろばに 

長野県の山ノ内町から雪と足湯が届きます。 

・ 今年は、ふるさと再発見「祭りの力」をテーマに、お客様をお迎えします。 

・ 開催の事前ＰＲとして、１２町区の山車・屋台の説明パネル展示を 6 月 28 日（土）

まで市役所１階ロビーで行っています。 

・ 。。 

 

疫病退散、五穀豊穣など人々の祈りや願いを込めて始められた。名前の由来は、渋うち

わを客にふるまったことによる。 

熊谷市街地、お祭り広場ほか 

 

熊谷うちわ祭 平成２６年 年番町仲町区 熊谷うちわ祭協賛会事務局 

048-527-0002 大総代 八木橋 宏貴 

 

 

熊谷市観光協会にて、市街地の混雑の緩和・交通対策として、２１日（月）、２２日（火）

にパーク＆ライド事業を実施します。 

丸山・金井 

内線３１３ 

熊谷市産業振興部商業観光課 

平成２６年６月２７日発表 

担当課：商業観光課 





本
電
喧
醒
颯
十■
ギ
卓

は
、当
地
に
鎮
座
い
た
し
ま
す
八
坂
神
社
の
ご
容
礼
で
す
。

・や
一，八
坂
神
社
は
、
大
無
年
間

（
一
二
え
二
～
）
京
都
の
八
坂
神
社
を
勧
者

し
、
現
在
鎌
か
町
の
地
に
あ
る
麦
ガ
神
社
に
谷
礼
さ
れ
た
も
の
で
、
京
都

八
坂
神
社
の
本
社
に
あ
た
り
ま
す
。

熊
谷
の
夏
容
り
の
記
録
が
夫
吉
に
出
た
の
は
、
江
力
時
代
の
死
廷
二
年

（
一
を
二
〇
）
で
、
こ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
も
と
は
各
寺
社
ご
と
に
列
々
に

行

っ
て
い
た
と
あ
り
、
同
年
四
月
に
可
民
か
ら
宿
場
役
人
に
願
い
出
て
許

さ
れ
、
以
来
各
可
内
い
っ
せ
い
に
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
」ヽ
の
時
代
か

ら
、熊
谷
の
夏
容
り
の
形
態
が
作
ら
れ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

み
町
か
ら
終
代

・
容
字
係
、
午
春
町
か
ら
大
終
代
が
モ
ば
れ
、
容
り
の

一
物
の
女
仕
を
気

い
ま
す
が
、
一」
れ
は
も
と
寺
社
で
行

っ
て
い
た
名
残
を

伝
え
て
い
る
■
の
で
、
そ
の
項
の
容
事
係
は

一
瞬
、
役
人
と
同
じ
権
力
を

も
ち
、
ギ
」月
春
と
も
い
い
、
什
々
の
名
拳
役
で
、
旧
家
で
な
い
と
容
事
係
に

は
な
れ
な
か

っ
た
そ
う
で
す
。

容
り
の
日
、
参
勤
夫
代
の
大
小
そ
も
し
ば
し
ば
通
行
止
め
に
定

い
、
し
か

た
な
く
熊
谷
え
を
往
未
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
「
八
坂
神
社
の
お
容
り
に

は
、
大
小
そ
も

一
ナ
建
ざ
か
っ
て
通

っ
た
」
と
、
当
時
の
町
民
は
得
意
げ
に

孝

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

夫
保
時
代

（
一
八
二
〇
～
）
が
容
り
の
ヤ
果
と
い
わ
れ
、
こ
の
祭
り
の

日
、
各
力
で
赤
仮
を
炊

い
て
友
病
除
け
を
し
ま
し
た
。
商
店
で
は
容
り
の

期
間
ヤ
、
買
物
客
に
赤
仮
を
ふ
る
ま

っ
た
事
か
ら
、
熊
谷
の
「赤
欲
ふ
る
ま

い
」
は
容
り
の
名
物
に
な
り
ま
し
た
。

う
ち
わ
容
の
起
こ
り
は
、
こ
の
手
数
の
か
か
る
赤
仮
の
か
わ
り
に
、
料

予

「泉
州
」
の
二
人
が
江
力
か
ら
買

い
八
れ
た
渋
う
ち
わ
を
客
に
ふ
る

ま

っ
た
と
こ
ろ
坪
判
に
な
り
、
の
あ
各
商
店
で
も
赤
仮
の
代
わ
り
に
う
ち

わ
を
出
し
た
た
め
、
排

い
う
と
な
く
「買

い
物
は
熊
谷
の
う
ち
わ
容
の
日
」

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。事
実
、
二
銭
の
買

い
物
に
も
二
銭
の

う
ち
わ
を
ふ
る
ま

っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
坪
判
は
大
変
な
も
の
で
し
た
。

こ
う
し
た
友
病
■
枚
析
願
に
始
ま

っ
た
こ
の
祭
り
も
、
い
つ
し
か
二
教

望
秩
、商
え
株
基
を
も
新
願
す
る
容
り
と
な
り
ま
し
た
。

々  や    憲  十

1顛i様選幽底攻 ■t=

坐
各
う
ち
わ
本

■
成
ス
十
六
孝

争
奪
町
　
搾

町

色

女
総
代

八
ホ
僑

疹

女

ふ
る
き
と
手
発
見
「
祭
り

の
力
」

平
成
二
十
六
年
八
坂
神
社
大
容
熊
谷
う
ち
わ
容
の
人
終
代

を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
年
春
町
件
町
区
の
八
木
橋
宏
責
で
ご

ざ
い
ま
す
。

「
関
泉

一
の
祇
□
」
と
言
わ
よ
る
今
年
の
焦
谷
う
ち
わ
容
は
、

七
月
二
十
日
（
日
Ｙ
一十

一
日
（月
Ｙ
一十

二
口
（火
）
の
三
日
間
、

待
ャ
が
熱
気
と
果
合
に
包
ま
れ
、
盛
人
に
実
施
き
れ
ま
す
。

こ
の
容
り
は
、
八
ケ
町
の
持
ち
口
う
に
よ
う
年
春
区
を
き

め
、
そ
の
町
内
よ
う
人
終
代
が
軽
ば
れ
、
そ
の
容
う
の
全
て
を

来
う
仕
坊
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
容
う
の
起
旨
は
、
友
病
モ
枚
、
二
疑
望
検
、
商
売
者
盛

の
布
願
神
事
で
あ
り
、
名
前
の
由
未
は
、
当
初
夏
容
う
の
期
間

ヤ
に
各
南
た
が
買
物
客
に
赤
仮
を
ふ
る
ま

っ
た
の
が
、
そ
の

後
手
数
の
か
か
る
赤
仮
か
ら
う
ち
わ
を
ふ
る
よ
う
こ
と
に
代

わ
り
、
そ
れ
が
キ
判
を
守
ん
で
「
つ
ち
わ
容
」
と

い
う
そ
称
で

現
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
各
町
十
二
台
の

占
半

・
乏
台
が
三
日
間
に
波
り
勇
准
な
「
Ｗ
き
合

い
」
を
繰
り

広
げ
、
あ

つ
い
熊
谷
の
夏
を
彩

っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
、
ふ
る
き
と
手
発
見
「
容
う
の
力
」
を
テ
ー
マ
と
し

て
掲
げ
、
熊
谷
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る
と
共
に
、
容
う
を

通
じ
て
人
と
人
、
人
と
故
郷
と
の
つ
な
が
り
を
女
に
見

つ
め

な
お
し
て
も
ら

い
た

い
、
と

い
う
思

い
の
も
と
に

一
致
回
捨

し
て
ネ
う
れ
ん
で
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
「
残
節
磐
万
（
で
ん
し
ば
ん
じ
ゃ
く
こ

と

い
う
吉

葉
を
宮
司
よ
う

い
た
だ
き
ま
し
た
。
殿
節
と
は
早
隊
の
殿

（
し

ん
が
う
）
、
す
な
わ
ち
殿
早
の
こ
と
で
あ
り
、
定
制
順
の
残
で

あ
る
件
町
区
が
磐
方
で
容
り
を
〆
、
次
年
の
魁
た
る
式
年
の

容
う
に
備
え
る
べ
し
と
の
意
求
を
持

つ
も
の
で
す
。

二
百
六
十
余
年
も
続
く
こ
の
容
う
が
、
平
成

二
十

四
年
よ

う
熊
谷
市
指
定
民
俗
無
彩
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
そ
の
々
に
ふ
き
わ
し
い
御
容
と
な
り
ま
す
よ
う
思

い
を

も
め
て
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。
祭
関
係
者

一
同
、
皆
様
の
お
走

し
を

ば
よ
り
お
待
ち
や
し
上
げ
て
お
う
ま
す
。

否



関
係
者
約
二
〇
〇
人
が
本
官

に
集
ま
う

「
渡
仰

窄
栄
容

一
が

行
わ
れ
ま

す
　
各

町
の
若
頭

一
〇
〇
人
が
白
丁
を
ま
と

い

「
と

上
（
――
容
」

で
地
式

を
浄

め
、
行

官
に
向
か

い
ま
す

竹
官
に
沖
典
を
安
こ
し
　
た
仰
・千
栗
容

が
行
わ
れ
ま
す

脳
日
凹

八
坂
辞
社

隔
猟
四

六
時
ｏ
ｏ
分
～
十
時
二
〇
分

日
開
出
回
道
十
七
号

田
耐
出
十
二
時
ｏ
ｏ
分
～
十
六
時
ｏ
ｏ
分

Ｍ
Ｍ
凹

行

宮

田

酎

一

れ

持

ｏ

Э

分

鶴鶴
騒
鱗
一
開
押服略軸糾

凸
半

・左
合

は
化
一谷
収
束

口
よ
――
、
北

口
収
市
広
場

へ
移
動

二
口
問
に
わ
た
る
容

の
最
初
の
ノ一打
ギ

で

あ
る

一
初
Ｗ
合

い
卜
を
行

い
、
前
日
を

冬
た
ま
す
！

口 全
r i  r I 丁

集 フ)
ヤくユ,
「″ ~手
けPと
 ヽど、

合 が
ヽ` J
を 1く
十十 ,1と

it官

交

通

規
制

で
歩

行
者

夫
□
と
な

っ
た

回

五

十

七
号

に
、
十

二
台

の
出
早

・

え
台

が
集
合

し
、
年

呑

町
を
九

頭

に

的

に
向

か

い
折
う

と

し

て
来

を

目
指

し
ま
す

全

町
お
半

・
左
台

が

十

七
十

を

モ
竹

し
、
最

終
地

の
無
座

で
Ｗ
合

い
の
た
、

モ
行
容
が
終
了
し
ま
す

わt`
Togyo(eremony

Ｔれ一
≡ゴThe First Meeting

阜
ナ

隷



行
宮

で
人
終
代
が
汁
宮

の
浄
友
を
よ

と

い
、
自
ら
れ
「
を
奏
上
し
ま
す
。

全
町
の
出
早

・
星
台
が
国
三
十
七
号
を

ヤ

Ｓ
に
各
所

で
曳
合

せ
Ｗ
合

い
の
後
、

お
容
う
広
場
に
集
そ
し
、
勇
准
な
球
子

が
響
き
わ
た
り
、
容
は
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク

ス
を
■
た
ま
す
。

田
日
凹

お
奉
う
広
場

一回
団
口
二
十
時
ｏ
ｏ
分

お
祭
う
広
場

二
十

一
時
ｏ
ｏ
分

田
路
四

行
宮

一回
田
口
二
十
二
時
二
〇
分
～

田盟

年
呑
町
、
地
え
年
呑
町
が
ス
テ
ー
ジ
に

上
が
う
、
前
年
人
終
代
に
よ
る
口
上
に

続
き

「年
春
札
」
を
主
り
渡
し
、
そ
の

後
関
係
者

・
見
物
客
全
員
で
容
の
発
展

と
皆
様
の
十
せ
を
折
願
し
て
「
手
作
め
」

を
行
い
、
お
幹
子
を
尋
開
し
ま
す
。

関
係
者

一
同
が
行
宮
に
集
よ
う

「
違
御

碁
実
容
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、

熊
谷
祇
国
会
二
〇
〇
人
が
、
神
実
を
本

宮
ま
で
か
つ
ざ
、
本
宮
に
て

「
違
御
者

実
容
」
が
行
わ
れ
、
二
日
間
に
及
ぶ
容

の
す
べ
て
の
行
事
が
終
了
し
ま
す
。
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パ ー ク &ラ イ ド傑料ブいキング&無料送迎〕

臨時駐車場 「熊谷スポーツ文化公園Jと お祭り

会場 F熊谷駅北□J間 を15分～20分間隔で無料

送迎バスが運行します。

マイ カー で駐 車場 ヘ

熊谷スポーツ文化公園臨時駐車場 (西第 2多 目的

広場)へ お越しいただき、臨時駐車場バス乗り場

より乗車。

↓

バスでお祭会場ヘ

無料送迎バス (国際十二バス)で お祭会場へ移動

●

お祭会場から駐車場ヘ

熊谷スポーツ文化公園行きバス(国際十王バス)で

駐車場へ移動

〔注意】乗車チケットは、当日臨時駐車場にて配布いたします。
乗車チケットは、往復の乗車券になりますので、紛失
にご注意ください。

熊谷市観光協会 TEL,048‐ ,24-1111

うちわ祭期間中は、周辺道路が大変混雑しますので

なるべく公共の交通機関をこ利用下さい。

私たちは 「熊谷うちわ祭」

!心台
小

囲
7月20+日・21日・22日
[祭期間中のみの配信となります]

パソコンからでも携帯からでも、山車・屋台の現在位置を

リアルタイムに検索できます。

パソコンからは、http:〃uchiWarlnatsuH.com、

携帯から|よQRコ ードよリアクセスしてください。
※山車 屋 台位置情報の配信時間|よ、PM■ 00～ PM 9:30(予 定 )。

時間帯によ リアクセス しにくしヽ場合があ ります。

山車 屋台位置情報システム//提供 1立正大学 協力 idbくomo

を応援しています !

一般社団法人

おh ADDlS MUSE
株軸 アデイラ電:ユアス

・

熊谷市歯科医師会

どう伊藤園
一般社団法人

熊谷薬斉J師会KIRIN 熊谷市医師会

t,守 二需信用会廃

〔
は♪埼玉りそな銀行

「モラリストXエキスパート」を育む。

くまがやドーム

※最終は22:30で す。乗り遅れないようにこ注意ください。

国際十三交通働熊谷営業所  TEL 048‐ ,2ト ラ,60

巡行時間以外の山車屋台は決められた場所へ帰ります。

各町区の特徴を紹介した看板を前に次の巡行を待ちます。

」R東1日1本               メ町D紙針JTB関東  財rDθ瑶軽群感動のそぼrご、し、っも。

8秩 父鉄道 ●日本生命 斎蚕適. グループ

的 富士電機
加何θyattg吻 帥 □I AW阿  翌氣武蔵野銀行 立正大学



Ⅲ規制案内 Ⅲ

■■ 18 :亨0～ 1 9 : " 0

醒轡 18:夢0～ 20:00

Ⅲ規制案内 Ⅲ

■■ 1亨:00～ 21:00

Ⅲ規制案内 Ⅲ

■■■ 車両通行葉止(時間別)   El無 料駐車場    ?臨 時パス停留所    甲 休止パス停留所

【■■車両通行禁止(時間別)   ■ ■■ 迂回路   ｀  □ ]お 手洗い

③交通規制時間前後は、大変混雑が予想 されますので、お車をご利用の際はご注意 ください。

縞
ノヽ一ク&ラ イド鶴料ブキキング&無料送迎)
パーク&ラ イドについては裏面を参照してください。

続
パーク&ラ イド像料バーキング&無料送迎)
パーク&ラ イドについては裏面を参照してください。

くまがやドーム
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